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嶢虫駆虫効果
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(昭和４６年３月２２日受領：特別掲載）

PyrantelpamoateはＡｕｓｔｉｎｅＺａＪ．（1966）により

合成された黄色無味のpyrimidine誘導体で，毒`性は少

なく，ヒトの回虫，鉤虫，嶢虫に対してすぐれた駆虫効

果を示すものといわれている（Combantrin参考資料，

1969)．わが国では回虫に対して小林ら（1970）が，鉤

虫に対し横川ら(1970a)が，嶢虫に対しても横川ら(1970

b)が報告している．

今回本剤の嶢虫に対する効果を従来よりよく用いられ

ているpyrviniumpamoateと比較検討する機会があ

り，本剤にpyrviniumpamoateと同様すぐれた駆虫効

果がみられたのでその成績について報告する．

状を呈し，その１ｍ'中にpyrvinium塩基として１０ｍｇ

を含有しているポキール（Poquil，三共株式会社）とし

て市販のものを用いた．以下pyrantelpamoateおよび

pyrviniumpamoateの表示量は塩基としての重量を示

す．

投与量および投与方法：

嶢虫卵陽性者を無作為にＡ，Ｂ，ＣおよびＤの４群に

分け，ＡおよびＢ群（79名）にはpyrantelpamoateを

ＣおよびＤ群（70名）にはpyrviniumpamoateを投与

した．

投与量はpyrantelpamoateは錠剤および液剤共，１０

ｍｇ/kｇを，pyrviniurnpamoateは錠剤および液剤共，

５ｍｇ/kｇを投与した－

投与は服用予定者を学年毎に前記学校の１室に午前１０

時より集め，予め体重測定により決定した量を錠剤はそ

のまま，液剤はその場でメスカップで計量し，各自に１

回に服用させた．

駆虫効果の判定：

前検査に用いたと同じセロファンテープを用い厚生省

指針（1970）に従い，投与後２週目から連続７日間（投

薬後15日目より７日間）検査し，ことごとく虫卵陰性と

なった者を陰転者とし，服用者に対する陰転者の百分比

をもって陰転率とした．

副作用の調査：

副作用の調査は投薬終了後２時間安静を保らせている

間に行ない，直接服用者より訴え出たものについて副作

用の発現状況を調べた．

使用薬剤と方法

対象者は東京都町田市（住宅地区）の忠生第３小学校

学童（６歳から11歳まで）全員1,060名（男子590名，女

子470名）である．駆虫の対象者は予め全員にセロファ

ンテープ法を用いて，連続３日間，３回の検査を実施

し，１回でも嶢虫卵陽性となった男子109名（18.5％)，

女子73名（15.5％）の計182名（17.2％）である．駆虫

は1970年２月28日に実施した．

使用薬剤：

Pyrantelpamoateの性状および構造式は先に本剤の

ズピニ鉤虫に対する駆虫効果および副作用について報告

(堀，1971）した際に示したのでここでは省略する．

今回用いたpyrantelpamoateは錠剤と懸濁液の２種

類を用い,錠剤は淡黄色を呈し,その１錠中にpyrantel

塩基として１２５ｍｇ含有し，懸濁液は淡黄色液状を呈

し，その１ｍ’中にpyrantel塩基として５０ｍｇを含有

している．本剤は台糖ファイザー社より提供を受けた．

対照として用いたpyrviniumpamoateも錠剤と懸濁液

の２種類を用い，錠剤は深紅色で，その１錠中にpyr‐

vinium塩基として５０ｍｇを含有し，懸濁液は深紅色液

成績

１）駆虫前嶢虫感染状況：

嶢虫感染状況はTablelに示したように虫卵陽性者は

1,060名中１日目で99名(9.3％)，２日目まで153名(14.4

（６０）
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TablelTheprevalenceofE7zre7o6izzsueγ‐

〃czzJarisamongchildrenofaprimary

schooliIHMachidacity

低学年（６歳で15.2％，７歳で21.6％，８歳で19.096,

9歳で20.7％）は高学年(10歳で12.5％，１１歳で12.0％）

に比較し高い陽性率が示された．

２）駆虫効果：

Pyrantelpamoateおよびpyrviniumpamoateの駆

虫効果の成績は,駆虫効果判定の出来た149名でＴａｂｌｅ

ｌおよびＦｉｇ．２に示した通りである．

すなわちpyrantelpamoate投与のＡ群での陰転者は

43名中33名（76.7％）で，Ｂ群での陰転者は36名中３５

名（97.2％）であった．これに対し対照のpyrvinium

Ｎｏ．ofpositivescumulatedbytheNo・
examinationtime(positiverate96）

Ｓｅｘ

examinedFirstdaySeconddayThirdｄａｙ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

62(10.5）

37(7.9）

96(16.3）

57(12.1）

109(18.5）

７３(15.5）

590

470

Total1,060９９(9.3）153(14.4）182(17.2）
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％)，３日目までの累積で182名（17.2％）であった．す

なわち検査回数を増せば陽性率は高くなることが窺われ

た．陽性率を年齢別にみるとＦｉｇ．１に示されたように

１５１６１７１８１９２０２１

daysaftertreatment

Fig，２ComparisonoftheeHicacyagainstente‐

robiasisbetweenpyrantelpamoateａｎｄ

ｐｙｒｖ１ｎｌｕｍｐａｍｏａｔｅ、

Ｎｏｔｅ：Thecurerateforeachobservationdａｙ

ｗａｓｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｂａｓｉｎｇｏｎｔｈｅｃｕｍｕlatedresults
obtaineduntilthetiｍｅ．

Table2ComparisonoftheeHicacyagainstenterobiasisbetweenpyrantelpamoate

andpyrviniumpamoate

No.ofpersonscured（cumulatedcurerate％）
Group AnthelminticFormDosage＊Ｎｏ．followed

**1５１６１７１８１９２０２１

Pyrantel
pamoate

(Combantrin）

Pyrantel
pamoate
combantrin）

Ｐｙｒｖｉｎｉｕｍ
ｐａｍｏａｔｅ

(PoquiD

Pyrvinium
Pamoate

(Poquil）

３７

(86.0）

３５

(97.2）
３５

(89.7）

３１

（100）

３７

(86.0）

３５

(97.2）
３５

(89.7）

３１

（100）

３５

(81.4）

３５

(97.2）
３４

(87.2）

３１

（100）

３３

(76.7）

３５

(97.2）
３４

(87.2）

３１

（100）

３３

(76.7）

３５

(97.2）
３４

(87.2）

３１

（100）

３７

(85.0）

３５

(97.2）
３４

(87.2）

３１

（１００）

３７

(86.0）

３５

(97.2）
３４

(87.2）

３１

（100）

TabletlOmg/k９ ４３

Suspen‐１０ｍｇ/k９ ３６
sion

Tablet5mgkg ３９

SusPen￣５ｍｇ/kg m
sion

Ａ

Ｂ

Ｃ

，

＊：Ｄｏｓａｇｅｓａｒｅｓｈｏｗｎｉｎｔｅｒｍｓｏｆｂａｓｅｐｒoducts．

*＊：Daysaftertreatment．

（６１）



144

Table3TheefIicacyofpyrantelpamoateandpyrviniumpamoateaccordingtothe

degreeofinfectionwhichwａｓｅｘｐｒｅｓｓｅｄｂｙｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｐｏsitive
resultsinthepretreatmentexaminations

Pyrantelpamoate Pyrviniumpamoate
Group

Ａ：Tablet Ｂ：Suspension Ｃ：Tablet Ｄ：Suspension

21/21(100）

８/９（88.9）

６/６（100）

**13/18(72.2）

１１/15(73.3）

９/10(90）

16/16(100）

４/４（100）

14/19(73.7）

＊イ
上
ワ
白
ｎ
ｏ

17/17(100）

９/９（100）

５/５（100）

35/36(97.2）33/43(76.7）Total 34/39(87.2） 31/31(100）

＊：Ｇｒｏｕｐｌｗａｓｃｏｍｐｏｓｅｄｏｆｔｈｅｐｅｒｓｏｎｓｗhoshowedonlypositiveresultinthreeanalexamina‐

tionsbeforethetreatment・Ｇｒｏｕｐ２ａｎｄ３ｗｅｒｅｏｆｔｈｅｐｅｒｓｏｎｓｗｈｏｓｈｏｗｅｄｔｗｏａｎｄｔｈｒｅｅｐｏｓｉ‐
tiveresultsrespectivelyinthethreepretreatmentexaminations．

*＊：Ｎｏ．ｃｕｒｅｄｂｙＮｏ、followed（）：ｃｕｒｅｒａｔｅ％

Table4Sideeffectscomplainedbypatientsduring2hoursaftertreatmentwith

pyrantelpamoateandpyrviniumpamoate

Ｎｏ．ofNQof

GroupAnthelmintic Dosage
positivestreated

Ｎｏ．of

patients
followed

Ｎｏ．of

patlents NauseaVomiting
complained(96）

Pyrantel
pamoate
tablet

Pyrantel
pａｍｏａｔｅ

ｓｕｓｐｅｎｓ１０ｎ

Ｐｙｒｖｉｎｉｕｍ
ｐａｍｏａte
tablet

Pyrvinium
pamoate

suspens１０ｎ

10ｍｇ/kg＊ ４７ 4７ 4３ ０Ａ

10ｍｇ/kg＊ ４６ 4６ 3６ ０Ｂ

5ｍｇ/kg*＊ ４６ 4６３９ ０Ｃ

5ｍｇ/kg*＊ ４３ 4３ 2(4.7）3１ ２２，

Ｄｏｓａｇｅｓａｒｅｓｈｏｗｎｉｎｔｅｒｍｓｏｆｂａｓｅｐｒoducts．＊：pyrantelbase，＊＊：pyrviniumbase．

0.0475となり，有意の差がみとめられた．すなわち液剤

の方が錠剤より有効と判断された．またpyrantel剤お

よびpyrvinium剤の効果を駆虫前の陽性回数毎に比較

してみたが，その成績はＴａｂｌｅ３に示した通りである‘

すなわちpyrantel投与についてみると）駆虫前３回陽

`性であった者ではＡ群10名中９名（90.0％)，Ｂ群６名

中６名（100％）で，２回陽性であった者についてはＡ

群15名中１１名（73.3％)，Ｂ群９名中８名（88.9％）で

１回陽性であった者はＡ群18名中13名（72.2％)，Ｂ群

21名中21名（100％）であった.～すなわち駆虫前の陽性

回数，１回，２回，３回の者の間にはその駆虫効果の差

は余りみられなかった．

３）副作用：

投薬後２時間以内にみちれた服用者の訴えによる副

作用の症状発現状況はＴａｂｌｅ４に示した．Pyrantel

pamoate投与ではＡ群（47名）およびＢ群（46名)共，

pamoate投与のＣ群での陰転者は39名中34名（87.2％）

で，Ｄ群での陰転者は31名中31名（100％）であった．

駆虫効果について錠剤投与と液剤投与の２つに分け

て，今回のpyrantel剤およびpyrvinium剤の効果を

比較してみると，錠剤投与ではＡ群とＣ群の間にはＸ２

検定の結果，Ｘ２＝0.87（Yatesの補正>,ｐ＞0.05となり，

両者の問には有意差は認められなかった．液剤投与にお

いてもＢ群とＤ群との間には直接確率法で検定の結果，

ｐ＝0.537となり，両者の間は有意差は認められなかっ

た．しかし，pyrantelpamoate投与で錠剤（Ａ群）と

液剤（Ｂ群）での効果を比較してみると両者の問には，

直接確率法で検定の結果，ｐ＝0.0083となり有意の差が

みとめられた．すなわち液剤が錠剤よりすぐれた効果を

示す結果が得られた．Pyrviniumpamoate投与につい

てもpyrantel剤と同様，液剤と錠剤の効果を比較して

みると両者の問には，直接確率法で検定の結果，ｐ＝

（６２）
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回ともことごとく虫卵陰転した者を陰転者としたもので

ある．錠剤投与のpyrantelでは76.7％，pyrviniumで

は87.2％となり，両者の間には検定の結果，統計上有意

の差はみられず，錠剤についてpyrantelpamoateは

pyrviniumpamoateに比較し，劣らぬ効果が得られ

た．液剤投与のpyrantelでは97.2％，pyrviniumでは

100％となり何れもすぐれた効果がみられ，検定の結果，

両者に統計上有意の差はみとめられず，液剤についても

錠剤と同様，pyrantelpamoateはpyrviniumpamoate

に比較し，劣らぬすぐれた駆虫効果のあることが示され

た．

Pyrantel剤およびpyrvinium剤について錠剤と液剤

との効果の比較を試みたが，何れの薬剤でも両者間に

は統計上有意な差がみとめられ，液剤に錠剤より高い駆

虫効果が示された．またpyrantelpamoate投与におい

て駆虫前の陽性回数別に，その効果の比較を試みたが，

例数が少なく明確なことはいえないにしても，駆虫前の

１，２，３回の陽性者の問には液剤および錠剤何れにお

いてもその効果の差はみられないことが窺われた．

副作用については投薬後２時間以内の服用者本人の訴

えによる調べで，pyrantelpamoate錠剤および液剤，

ならびにpyrviniumpamoate錠剤服用者には腹痛，悪

心，嘔吐等の副作用をみとめた者は１名もなかった．た

だpyrviniumpamoate液剤服用者に悪心，嘔吐の副作

用をみとめた者２名（4.7％）あった．しかしその症状

も一過`性で２時間後には消槌し，軽度であった．

すなわち，今回用いた本剤は錠剤および液剤共，現在

広く用いられているpyrviniumpamoateに劣らぬすぐ

れた駆虫効果を示し，服用も容易であり，しかも副作用

のない点でも嶢虫駆虫剤として十分期待出来る薬剤であ

ると考えられた．

むすび

嶢虫卵陽'性者にpyrantelpamoateの錠剤および液剤

とpyrviniumpamoateの錠剤および液剤を用いて集団

駆虫を行ない，その駆虫効果および副作用を比較し，以

下の結果を得た．

１．駆虫前の嶢虫卵陽`性者は1,060名中182名(17.2％）

であった．

駆虫効果の判定はpyrantelpamoate剤およびpyr‐

viniumpamoate剤共に投薬後２週目より７日間，７回

検査し，ことごとく虫卵陰性であった者を陰転者とし

た．

２．錠剤投与の駆虫効果はpyrantelpamoatelO

腹痛，悪心，嘔吐その他の副作用をみとめた者は１名も

なかった．Pyrviniumpamoate投与ではＣ群（46名）

では腹痛，悪心，嘔吐その他の副作用をみとめた者は１

名もなかったが，Ｄ群（43名）に，悪心２名（4.7％)，

嘔吐をした者２名(4.7％）あり何れも重復した者であっ

た．しかし，何れも臥床し，２時間後には梢腿した．

考察

Pyrantelpamoateは初め酒石酸塩の形として用いら

れていたが，CornwellandJones（1968）らによりさら

に毒性の少ないパモ酸塩が作られ，犬鉤虫に対しすぐれ

た効果を示すことが明らかにされた．しかも本剤はヒト

の嶢虫，鉤虫，回虫などに対してもすぐれた効果を示す

と云われている．著者も前報において，本剤がズピニ鉤

虫に対し，従来用いられていたbepheniumhydroxyna‐

phthoateと比較し，同等の効果があり，しかも副作用

もないことを報告した．

Pyrantelpamoateの嶢虫症に対する駆虫効果に関す

る報告はＷａｌｌ（1969）およびJones（1969）が何れも

錠剤および液剤を使用し，すぐれた駆虫効果のあったこ

とを報告している．ＢｕｍｂａｌｏｅｒａＺ．（1969）はニューヨ

ークの病院で７歳から13歳までの男女28名の嶢虫症患者

に対し，pyrantel液剤約１０ｍｇ/kｇを１回投与し，２７名

(96.5％）の陰転者のあったことを報告している．

GuarnieraeraZ．（1968）はカタニアにある隔離され

た学童集団（10歳から１６歳）を対象にし，陽性者104名

(72.2％)に対し，本剤とpyrvinium剤の駆虫効果の比

較を行ない，pyrantelpamoate錠剤約１０ｍｇ/ｋｇｌ回投

与で，陰転率96.0％の高成績が得られ，pyrvinium錠剤

よりすぐれた効果のあったことを報じている．わが国で

は若井・林ら(1970)がマウスでの駆虫実験でSypAacia

o6ueJaraおよびＡＷＣ"Z"γisrerγ⑫reγαの成虫に対し

pyrviniumの効果とほとんど変らぬすぐれた駆虫効果

がみられ，しかもマウス体内で薬剤投与後pyrantelの

薬剤効果の持続性のあることも報告している．嶢虫症に

対し，横川ら(1970)ｂは虫卵陽`性学童にpyrantelpamo‐

ａｔｅ液剤10ｍｇ/kｇおよびpyrviniumpamoate液剤５

ｍｇ/kｇをそれぞれ１回投与し，投与後，１週，２週，３

週にそれぞれ２回ずつ計６回の検査でpyrantelでは

96.3％，pyrviniumでは100％と何れも高い治癒率であ

ったと報じている．その際副作用も悪心，嘔吐がみられ

たが何れも軽度であったという．

今回著者の駆虫効果の成績は，厚生省規準の効果判定

に従い，投与後２週目より７日間検査を行ない，各検査

(６３）
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ｍg/ｋｇｌ回投与で43名中３３名（76.7％）が陰転し，

pyrviniumpamoate5mg/ｋｇｌ回投与で３９名中３４名

(87.2％)が陰転したが両者の陰転率の間に統計上の有意

差はみとめられなかった．

３．液剤投与の駆虫効果はpyrantelpamoatelOmg/k９

１回投与で36名中35名（97.2％）が陰転し，pyrvinium

pamoate5mgkgl回投与で31名中31名（100％）が陰

転したが，両者の陰転率の間に統計上の有意差はみとめ

られなかった．

４．Pyrantelpamoate剤およびpyrviniumpamoate

剤において液剤と錠剤の間にはその効果に統計上の有意

差がみられ，液剤は錠剤より高い駆虫効果がみとめられ

た．

５．副作用はpyrviniumpamoate液剤服用者に悪

心，嘔吐の症状をみとめた者２名（4.7％）あったのみ

で，pyrviniumpamoate錠剤，pyrantelpamoate錠剤

および液剤服用者には腹痛，悪心，嘔吐その他の副作用

をみとめた者は１名もなかった．

以上の結果よりpyrantelpamoate剤（錠剤および液

剤）は副作用もなく，pyrviniumpamoate剤（錠剤お

よび液剤）に匹敵する駆虫効果を示すことが分った．

（稿を終るに当り御校閲を賜った東京医科歯科大学医

動物学教室加納六郎教授に深甚の謝意をあらわすととも

に，検査その他で御協力頂いた東京寄生虫予防協会矢口

勇氏を初めとし，検査部職員の各位に感謝致します．本

論文の要旨は第39回日本寄生虫学会総会(昭和45年４月，

高槻市)において発表した)．
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Abstract j

ANTHELMINTIC EFFECT OF PYRANTEL PAMOATE (COMBANTRIN)

AGAINST ENTEROBIASIS

Eitaro HORI

[Department of Medical Zoology, Tokyo Medical and Dental University, Tokyo, Japan)

Pyrantel pamoate was tested on the anthelmintic effects against enterobiasis comparing

with pyrvinium pamoate.

The school children of 6 to 11 years of age were examined by the Scotch-tape method in

3 consective mornings and the patients were randomly divided into 4 groups. Group A was

given orally single dose of pyrantel pamoate tablet (lOmg/kg as pyrantel base), ; group B was

treated with pyrantel pamoate suspension (10 mg/kg as pyrantel base), ; group C with pyrvinium

pamoate tablet (5 mg/kg as pyrvinium base), ; and group D with pyrvinium pamoate suspension

(5 mg/kg as pyrvinium base).

Two weeks after treatment, 7 successive daily anal examinations by the Scotch-tape method

were carried out for pinworm eggs, and those who were negative in all 7 examinations were

regarded as cured.

The cure rate was 76.7 % (33/43) in group A, 97.2 % (35/36) in group B, 87.2 % (34/39)

in group C and 100 % (31/31) in group D.

No statistically significant difference in the effect was observed between pyrantel and

pyrvinium when comparing the both in the same form, but a significant difference in the effect

was observed between tablet and suspension.

It was concluded that pyrantel is as highly effective against human enterobiasis as pyrvinium,

and the suspension is more effective than the tablet.

No side effects were observed on the patients treated with pyrantel pamoate (tablet or

suspension) ond pyrvinium pamoate tablet, but as for side effects the incidence of nausea and

vomiting was 4.7 % in the pyrvinium pamoate suspension group. These side effects were mild.

( 65)




